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1 はじめに

1.1 取扱説明書の有効性
この取扱説明書は、PSSu K F FAU製品を対象としています。本書の内容は、新しい取扱説明書が発
行されるまで有効です。

この取扱説明書では、機能とオペレーションの説明、取り付け方法、および製品の接続方法について記
載しています。

1.1.1 本資料の保管
この取扱説明書には指示事項が記載されているため、後で参照できるように保管しておいてください。

1.1.2 用語: システム環境AおよびB
PSSuシステムは、2つの異なるシステム環境で使用することができます。モジュールのアプリケーション領域
については、このマニュアルの「用途」で説明しています。

次の2つで区別しています。
} システム環境AのPSSu
} システム環境BのPSSu

これらはPSSuシステムのアプリケーション領域に基づいて区別しています。

システム環境AのPSSuは、次のシステムで使用できます。
} 分散型システムPSSu I/O
} オートメーションシステムPSS 4000では使用不可

システム環境BのPSSuは、次のシステムで使用できます。
} 次のようなシステムを備えたオートメーションシステムPSS 4000

– SafetyNET pを備えた分散型システムPSSu I/O

– 制御システムPSSu PLC

– 制御システムPSSu multi

モジュール PSSu K F FAU は、システム環境B専用です (オートメーションシステムPSS 4000)。

1.2 記号の定義
特に重要な情報については、次のように区別して示しています。

危険！

この警告には必ず従ってください。重傷や死亡が発生する恐れのある差し迫った危険が
存在する状況を警告し、推奨される予防措置を提示しています。
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警告！

この警告には必ず従ってください。重傷や死亡が発生する恐れのある危険な状況を警
告し、推奨される予防措置を提示しています。

注意！

比較的軽度の怪我や物的破損が発生する危険な状況を警告し、推奨される予防措
置を提示しています。

重要

この記号は、製品または装置が損傷する可能性がある状況について説明しています。
また、実施可能な予防措置も示しています。また、文中の特に重要な個所を強調表
示しています。

情報

この記号は、アプリケーションに関するアドバイスを示し、特殊な機能に関する情報を提
供します。



概要

取扱説明書 PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P
1003434-JA-05

| 7

2 概要
PSENvipは、プレスブレーキ用のカメラベースの保護および測定システム (電子感応式保護装置) です。
このモジュールは、投光器、受光器、およびPSSuモジュールで構成されており、画像データの記録を評価
します。可動式上部ツールの下にある投光器と受光器の間の検出ゾーンを監視します。オペレーション、
視覚化、およびコンフィグレーションは、プレスを駆動するCNCまたは制御システムのウェブインタフェースを
介して行われます。

[1] [3][2]

図: PSENvipの部品

受光器PSENvip R [1]
} 投光器によって生成される光の受信
} 画像のデータを専用モジュールPSSu K F FAUに送信
} OSSD信号のステータスのLED表示

投光器 PSENvip E[2]
} 平行ビームの生成
} 光源制御用の入力2点

専用モジュールPSSu K F FAU [3]
} 受光器が提供するデータの画像評価
} 保護フィールドの評価、および保護フィールドに違反した際のプレスの高速シャットダウン
} 投光器を制御する出力 2点
} イーサネットインタフェースを介したCNCとの通信
} トラブルシューティングと診断

この取扱説明書では、以下について説明します。
} モジュールの入出力
} モジュールインタフェース
} モジュールのI/Oデータ型へのアクセス

取扱説明書で説明されているモジュールタイプ:
} PSSu K F FAU-B: 設定された保護フィールドの違反を監視します。
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} PSSu K F FAU-P: プレスストローク (動的ミューティング) 中に保護フィールドを動的に減らし、この動
的保護フィールドの違反を監視します。

} 特に説明のない限り、この取扱説明書の説明は両方のモジュールタイプに適用されます。両方のモジ
ュールタイプに共通する名前は、次の通りです。PSSu K F FAU。

PSENvipシステムについての詳細は、取扱説明書「PSENvip R、PSENvip E」を参照してください。

2.1 モジュール構造
モジュールには、機能ユニット (入力インタフェースまたは出力インタフェース) と接続レベルが1つのハウジン
グに収められています。

配線はMini-IOソケット、オスコネクタ、およびRJ45コネクタを介して行います (プレスコントローラのHMIへ
の接続)。

2.1.1 モジュールの特徴
} システム環境B (オートメーションシステムPSS 4000) における安全アプリケーション用
} PSENvip受光器接続用インタフェース
} PSENvip投光器接続用インタフェース
} デジタル入力4点
} コンフィグレーション可能な入力フィルタ時間
} 2つの独立したテストパルス出力は異なるテストパルスを使用
} 2つのデジタル出力

– 半導体技術

– 単極

– 正切替

– 1出力あたりの電流負荷容量: 1,75 A

– 短絡保護

– 過負荷保護

– フィードバックなし
} 2 つの双極デジタル出力

– 半導体技術

– 24 V (Ox+) および0 V (Ox-) への切り替え

– 電流負荷容量: 3 A

– 短絡保護

– 過負荷保護

– 高い放電電圧

– フィードバックなし
} 2つのイーサネットインタフェース
} リセットボタン
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} LED表示:

– 各入出力のスイッチステータス

– モジュールエラー

– モジュールのステータス

アクセサリ:
} ケージ式端子付きコネクタ (配線に必要)

2.2 正面図

1

RST

2

3

4

5

6

7

8 9

10

11

RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

FLT

HALT

MUTE*

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

On Err

O00

O01

I00

I01

I02

I03

O02

O03

X21

NC

I 00

I 01

I 02

I 03

T 00

T 00

T 01

T 01

0 V<

X12

24 V>

O 00+

O 00+

O 00-

O 00-

O 01+

O 01+

O 01-

O 01-

0 V>

X22

24 V<

O 02

O 02

O 03

O 03

0 V<

0 V<

0 V<

0 V<

0 V>

X33

RLNK

5V<

X34

24 V<

ESY

EON

0 V<

X31

ETH1

X32

ETH2

PSSu K F FAU

* PSSU K F FAU Pのみ

凡例: 
} 1: コンパクトモジュールの名称
} 2: ラベリングストリップ付属品:

– 2Dコード

– 注文番号

– シリアル番号

– ハードウェアバージョン番号
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} 3: ステータス表示およびモジュール診断用LED
} 4: ケージ式端子付きコネクタ用コネクタストリップX21およびラベリングストリップ
} 5: イーサネットインタフェース
} 6: イーサネットインタフェース
} 7: リセットボタン
} 8: ケージ式端子付きコネクタ用コネクタストリップX12およびラベリングストリップ
} 9: ケージ式端子付きコネクタ用コネクタストリップX22およびラベリングストリップ
} 10: 受信機へのインタフェース
} 11: 発信機へのインタフェース
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3 安全

3.1 用途
このモジュールは、システム環境Bにおいて安全アプリケーションに使用できます (オートメーションシステム
PSS 4000)。

PSENvipを接続するためのインタフェースを提供します。

IEC 61131-2に適合するタイプ1の安全入力を提供します。

IEC 61131-2に適合するタイプ1単極および双極の安全出力を提供します。

出力を使用して、以下の切り替えを行うことができます。
} 抵抗負荷
} 誘導負荷
} 容量性負荷 (特性「単極出力静電容量Cと負荷電流Iの関係」および「双極出力静電容量Cと負荷

電流Iの関係」参照)

用途には、EMC準拠の電気関連の取り付けが含まれます。「PSSuniversal取り付けマニュアル」記載の
ガイドラインを参照してください。このモジュールは産業環境での使用を目的として設計されています。家庭
環境で使用すると干渉が発生する可能性があります。

次のような使用は、明らかに不適切であるとみなされます。
} モジュール部品の技術的または電気的改造
} このマニュアルで説明している分野以外でのモジュールの使用
} 技術の詳細情報に適合していないモジュール使用

重要
過電圧によりモジュールが損傷する可能性があります。

モジュールに対する過電圧の潜在的な影響をテストおよび評価します。これを行うには、
過電圧の持続時間とレベルを考慮してください。

情報

このモジュールは、PAS4000バージョン1.10.0以降でサポートされています。常に最新
バージョンを使用されることをお勧めします (www.pilz.comよりダウンロードいただけま
す)。

情報

PSENvipの投光器および受光器は、専用モジュールPSSu K F FAU B/PSSu K F
FAU P (ハードウェアバージョン01およびソフトウェアバージョン01 (1.0.0) 以降) を搭
載したバージョン1.0以降のみで使用してください。
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情報

ミューティングエンドポイントのコンフィグレーションは、ハードウェアバージョン2およびソフトウ
ェアバージョン1.1以降のPSSu K F FAU Pでサポートされています。

情報

ブレーキランプ監視のコンフィグレーションは、ハードウェアバージョン3およびソフトウェアバ
ージョン2.0以降のPSSu K F FAU Pでサポートされています。

情報

測定モードは、ハードウェアバージョン3およびソフトウェアバージョン2.2以降のPSSu K
F FAU B/Pでサポートされています。

3.2 安全規制

3.2.1 有資格者の採用
製品の組み立て、取り付け、プログラミング、試運転、運転、メンテナンス、取り外しを行うことができるの
は、有資格者に限ります。

有資格者とは、トレーニング、経験、現職での活動により、資格のある知識豊富な人材を指し、必要な
専門知識を有します。装置、システム、機械の検査、評価および運転を可能にするため、有資格者は最
新技術だけでなく、国内、欧州、および国際的に適用される法律、指令、規格に通じている必要がありま
す。

企業は、次の条件を満たす作業者にのみ業務を担当させる責任があります。
} 安全衛生および事故防止の基本的な規則に習熟している
} 「安全」の章にある情報を読んで内容を理解している
} 特定のアプリケーションに適用する包括規格および専門的な規格について優れた知識を有している

3.2.2 保証と責務
次の場合、すべての保証請求および賠償請求は無効になります。
} 製品を本来の用途に反して使用した場合
} 取扱説明書に記載されているガイドラインに従わなかったことが原因で損傷が発生したと考えられる場

合
} 作業者が適格な有資格者ではない場合
} 製品に対して何らかの改造を行った場合 (PCB基板上の部品の交換、はんだ付作業など)
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3.2.3 廃棄
} 安全関連アプリケーションでは、安全関連特性データの処理時間TMに従ってください。
} 廃棄時は、電子装置の廃棄に関する地域の規則 (廃電機・電子機器法など) に従ってください。
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4 機能の概要

4.1 概要
モジュールはPSENvip投光器とPSENvip受光器間の検出ゾーンを監視して評価します。検出ゾーンに
侵入した場合、モジュールはその出力をオフにします。

4.2 モジュールおよび周辺供給
モジュール供給
} モジュール供給によりモジュールと受光器に電圧が供給されます。

周辺供給
} 周辺供給は投光器の供給に使用されます。
} 周辺供給はテストパルス出力の供給に使用されます。
} 出力に供給する周辺供給は外部から供給する必要があります。単極出力と双極出力への供給電圧

は共通でなければなりません。

4.3 入力
} 入力I00～I03は、2つの入力ペア (I00とI01、I02とI03) を形成します。これらの入力ペアを使用す

ることで、PL e (Cat.4) およびSIL CL 3を達成できます。
} テストパルスを使用して、接点間の入力の短絡と機能の正常性を確認することができます。
} 例えば、入力はフットスイッチの接続に使用できます。
} コンフィグレーション可能な設定については、「コンフィグレーション [  21]」を参照してください。

重要
テストパルスを使用することで、安全機能が損なわれる可能性があります！

テストパルスの時間がコンフィグレーションされた入力フィルタ時間よりも長くなる可能性が
あります。この場合は、入力信号が検出されません。このように、アプリケーションによって
は出力が安全にシャットダウンされず、重大な傷害や死亡を招く可能性があります。

入力信号には必ず入力ペアを使用し、入力ペアの一方の入力にはテストパルスT0を、
もう一方の入力にはテストパルスT1を割り付けるようにしてください。

テストパルス出力
} 異なる二つのテストパルス出力 (T00とT01)
} 短絡保護
} 過負荷保護
} フィードバックなし
} 電流制限
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短絡検出
} テストパルスを使用して入力間の短絡を検出します。テストパルスが異なる場合 (テストパルスT00、テ

ストパルスT01)、入力間の短絡が検出されます。
} 短絡の検出には、モジュールのテストパルスのみ使用できます。
} モジュールのテストパルスは、他のモジュールの入力の短絡検出には使用できません。
} モジュールもテストパルスも同じ入力間の短絡は検出されません。
} テストパルスのオン／オフを切り替えられます。
} テストパルスのデフォルト設定はオンです。
} テストパルスがオフの場合は、テストパルスの出力で周辺供給を常時使用することができます。

4.4 出力

4.4.1 単極出力
} 単極デジタル出力2点

出力テスト
} オンになった出力は標準オフテストで確認されます。

– オンになった出力のテストパルス: 「技術データ」 [  62]を参照

– オンになった出力はテストパルス期間にオフになります。

– テストのため負荷はオフにしないでください。
} オフになった出力は標準オンテストで確認されます。

– オフになった出力のテストパルス: 「技術データ」 [  62]を参照

– オフになった出力はテストパルス期間にオンになります。

– テストのため負荷はオンにしないでください。

短絡テスト
} 出力間の短絡を確認するため、テストが定期的に実行されます。

出力テストから個々の出力を除外:
} プラントがテストパルスの影響を非常に受けやすい場合は、出力ごとに出力テストをオフにすることができ

ます。
} 安全要件によっては、テストを別の方法で行う必要があります。
} テストパルスをオフにした場合:

– 正確なスイッチステータスが常に確認されます。

– 出力のオン／オフが次に切り換えられるまで、出力による切り替えは検出されません。
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図: 単極出力のオン／オフテスト

凡例

t1 オン／オフテストのパルス幅 (200 μs)
t2 オン／オフテスト間の最大待機時間 (約4 ms)
t3 通常の場合のオン／オフテストの反復時間 (約2 s)

単極出力の特性: 出力静電容量Cと負荷電流Iの関係
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4.4.2 双極出力
} 双極デジタル出力2点 (単極出力には使用不可)

出力テスト
} オンになった出力は標準オフテストで確認されます。

– オンになった出力のテストパルス: 「技術データ」 [  62]を参照

– オンになった出力はテストパルス期間にオフになります。

– テストのため負荷はオフにしないでください。
} オフになった出力は標準オンテストで確認されます。

– オフになった出力のテストパルス: 「技術データ」 [  62]を参照

– オフになった出力はテストパルス期間にオンになります。

– テストのため負荷はオンにしないでください。

短絡テスト
} 出力間の短絡を確認するため、テストが定期的に実行されます。

回路断線検出 (双極出力のみ):
} モジュールは出力O0x+とO0x-の間で回路断線を検出します。
} 開放回路検出の結果は警告として発行され、影響を受ける出力が無効になります。
} 0,17 kOhmを超える負荷が、開放回路として誤検出されることがあります。
} 未使用の出力を無効化できます。

– 未使用の出力がユーザプログラムでオンにならないように気をつけてください。オンになると警告が発
生します。影響を受ける出力はシャットダウンされ、無効になります。

重要
高い放電電圧のリスクがあります！

誘導負荷をオフにしたときの放電電圧の最大値は-185 Vです。

接続されている負荷が放電電圧により損傷するおそれがあります。

– 接続されている負荷がこの放電電圧により損傷するおそれがある場合は、放電
電圧を制限してください。
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t1
t2 t1

t3

t1
t2

図: 双極出力のオンテスト

凡例

t1 オンテストの最大パルス幅 (4 ms )
t2 オンテスト間の最大待機時間 (約4 ms)
t3 通常の場合のオンテストの反復時間 (約2 s)

t
3

t
3

図: 双極出力のオフテスト

凡例

t1 オフテストのパルス長 (0.2 ms)
t2 オフテスト間の最大待機時間 (約4 ms)
t3 通常の場合のオフテストの反復時間 (約2 s)

t1 (2 min) t1 [1]

図: 放電電圧テスト

凡例

[1] 双極出力のオフテスト開始
t1 放電電圧テスト間の待機時間 (2分)
t2 放電電圧テストのパルス幅 (約0.3 ms)
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双極出力の特性: 出力静電容量Cと負荷電流の関係
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4.4.3 備考

警告！

静電容量で出力を配線するときには、電源投入テストのパルス期間、反復期間、およ
びスキャン時間に注意する必要があります。この注意を怠ると、予期せずに負荷がオンに
なることがあります。

} カテゴリ4、PL e、およびSIL 3に適合するアプリケーションでは、オン／オフテストまたはその他の方法
(非同期切り替えなど) により、接点間の短絡が必ず検出されるようにすることが必要です。接点間の
短絡は試運転時にシミュレーションする必要があります。

4.5 高速シャットダウン
次の場合、モジュールは出力を直ちにオフにします。
} 保護フィールド評価 (OSSD) からの信号が1から0に切り替わります (保護フィールド違反)。
} 動的ミューティング (MUTE) の信号が1から0に切り替わります。(オブジェクトによりアドバンス測定フィー

ルドが遮断されます)。
} 入力ペアI00とI01、I02とI03のいずれかで信号が1から0に切り替わります。高速シャットダウンのトリガ

に使用する立上り／立下りをコンフィグレーションできます (「コンフィグレーション [  21]」を参照)。
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X33

Control Data

OSSD

Mute

1[1]

1[1]

1[1]

1[1]

1[2]

1[2]

1[2]

1[2]

R

S
Q

R

S
Q

Q

Q

R

S

R

S

[1] 入力の高速シャットダウンの無効化
[2] 出力の高速シャットダウンの無効化

4.6 高速シャットダウンの応答時間
高速シャットダウンでの全体的な応答時間は、PSSuサイクル時間とは関係ありません。

4.6.1 保護フィールドが遮断された後の応答時間
全応答時間に影響を与える時間:
} カメラシステムの処理時間
} 出力の処理時間

立下りによるシャットダウンの最大応答時間:

tFS-全体的な最大応答時間 = 4 ms + 0,25 ms)

4.6.2 いずれかの入力ペアで信号が変化した後の応答時間
全応答時間に影響を与える時間:
} コンフィグレーションされた入力フィルタ時間
} 出力の処理時間

立下りによるシャットダウンの最大応答時間:

t FS-全体応答時間最大 = (t設定された入力フィルタ時間 + 0,25 ms)

4.7 高速シャットダウン以外の応答時間
入力の応答時間の情報は「オートメーションシステムPSS 4000」のシステム記述書に記載されています。

コンフィグレーションされたフィルタ時間は応答時間に影響を与えることにご注意ください。
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4.8 内蔵保護機構
PSSu E F PS1(-T) またはPSSu E F PS2(-T)(-R) を使用してシステムに電力を供給する場合、供
給電圧が遮断されるとモジュール供給は20 ms間バッファ処理されます。

このモジュールにより以下の診断データが提供されます:
} PSENvipのエラー (取扱説明書「PSENvip R、PSENvip E」の「エラーメッセージ」を参照)
} 起動エラー
} コンフィグレーションエラー
} FS通信エラー
} バス終端エラー
} 温度エラー: 高温
} テストパルスエラー
} 入力エラー
} 出力エラー

このモジュールには以下の保護機構があります。
} テストパルス信号は常に20ms間のバッファ処理
} 2番目の共通シャットダウンルート (定期的にテスト)
} 周期的な出力テスト
} 出力間の短絡テスト

4.9 コンフィグレーション
このモジュールには以下のコンフィグレーションオプションがあります。

入力:
} 入力の高速シャットダウンの無効化

既定値: すべての入力で高速シャットダウンが有効化されています
データ型「FS_O_FAU」を使用して、個々の入力ペアに対して高速シャットダウンを無効化できます。
I/Oデータ型の概要については、「I/Oデータ型へのアクセス [  23]」を参照してください。

} 高速シャットダウンのトリガに立上り／立下りを利用
既定値: 立下りによる高速シャットダウン

} フィルタ時間 (既定値: 300 µs)
} テストパルス

既定値: すべての入力のテストパルスを有効化

出力
} 個々の出力の高速シャットダウンを無効化

既定値: すべての出力の高速シャットダウンを有効化
} 単極出力の出力テスト

既定値:
すべての単極出力の出力テストを有効化
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プロセスデータ
} オーバーラン
} 受光器位置
} IPアドレス (既定のIPアドレス: 169.254.1.2)

詳細については、PAS4000のオンラインヘルプを参照してください。

入力フィルタ時間は、100 µsの増分値でコンフィグレーションできます。入力フィルタ時間は、高速シャット
ダウンに対してコンフィグレーションされた立上り／立下りに依存します。コンフィグレーションされた入力フィル
タ時間ごとに、立上りと立下りにそれぞれ2つの値があります。
} 安全にフィルタされる時間。どの信号がフィルタで安全に除去されたかを示します。
} 安全に検出される時間。どの信号がフィルタで安全に検出されたかを示します。

情報

入力フィルタ時間が短い場合、電磁障害に対するモジュールの電磁耐性が低下しま
す。

重要

信号時間は、入力ペア (I00とI01、I02とI03) が使用されている場合にのみ保証さ
れます。

コンフィグレーショ
ンされた入力フィル
タ時間 (FZ)

立上りによる高速シャットダウン 立下りによる高速シャットダウン

信号が安全にフィ
ルタされる時間
(µs)

信号が安全に検
出される時間
(µs)

信号が安全にフィ
ルタされる時間
(µs)

信号が安全に検
出される時間
(µs)

200 13 100 10 200

300 30 200 110 300

400 130 300 210 400

500 230 400 310 500

… FZ - 270 FZ -100 FZ - 190 FZ

… … … … …

… … … … …

3100 2830 3000 2910 3100

3200 2930 3100 3010 3200

3300 3030 3200 3110 3300
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4.9.1 I/Oデータ型へのアクセス
事前定義のI/Oデータ型を介するデータアクセス:

入力データ型

入力デー
タ名

入力データ型 入力データファンクショ
ン

意味

I00～I03 FS_I_DI データ: SAFEBOOL 入力データI00～I03

FS_I_FAU_SIGNALS OSSD: SAFEBOOL TRUE: 保護フィールドがクリア
FALSE: 保護フィールドが遮断

Mute: SAFEBOOL TRUE: PSENvipが動的ミューティングになって
いない
FALSE: PSENvipが動的ミューティング中

OverrunMeasurem
ent: SAFEBOOL

TRUE: オーバーラン測定が有効、オーバーラン
測定フィールドが遮断されていない、オーバーラン
が長すぎない
FALSE: オーバーラン測定が無効、またはオー
バーラン測定フィールドが遮断されている、オーバ
ーランが長すぎる

FS_I_FAU_FAST_SHUTDO
WN_TRIGGERED

I0: SAFEBOOL
I1: SAFEBOOL

I2: SAFEBOOL

I3: SAFEBOOL

TRUE: 入力により高速シャットダウンがトリガさ
れた
FALSE: 入力により高速シャットダウンがトリガさ
れていない

OSSD: SAFEBOOL TRUE: OSSDにより高速シャットダウンがトリガ
された
FALSE OSSDにより高速シャットダウンをトリガ
されていない

MUTE: SAFEBOOL TRUE: アドバンス測定フィールドのMUTE信号
により高速シャットダウンがトリガされた
FALSE: アドバンス測定フィールドのMUTE信
号により高速シャットダウンがトリガされていない
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入力デー
タ名

入力データ型 入力データファンクショ
ン

意味

FS_I_FAU_SENSOR_STAT
E

SensorState:
SAFEBYTE

PSENvipのステータス:
Byte値 (16進数)

0x00 - 重大性なし

0x01 – INIT状態: 供給電圧をオンにした後
の起動フェーズ。システムはオペレーションの準備
が整っていません。

0x02 – RUN状態: 標準モード。保護フィール
ド監視が有効化されました。

0x03 - HALT状態: ミラー、回復可能なエラ
ー

0x04 - TEST状態システムチェック

0x05 - ADJUSTMENT状態: 投光器と受光
器の調整をサポートする状態

0x06 - TOOL CHANGE: ツール変更中のツ
ールの調整

0x07 - STANDBY状態: セットアップモード。
投光器および受光器がオフになっている

0x08 - IDLE状態: PSENvipは待機状態ま
たは休止状態

0x09 - 内部状態

0x0A - MEASUREMENT状態: アドオンモジ
ュールPSENvip IPM経由でのみリクエストおよ
び終了できる

0x0F - ERROR状態、重大エラー

0x10 - 致命的なエラー

FS_I_FAU_PROTECTION_
FIELD_SIZE

ProtectionFieldSize
: SAFEBYTE

保護フィールドの高さまたはプレート上のツールの
高さ

FS_I_FAU_SENSOR_INFO SensorInfo:
SAFEBYTE

ツールクラスまたはミューティングエンドポイントをユ
ーザプログラムに転送するためのByte領域。詳
細については、「安全システムとの通
信 [  26]」の章を参照してください。
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出力データ型

出力デー
タ名

出力データ型 出力データファンクション 意味

O00～
O03

FS_O_DO データ: SAFEBOOL 出力データO00～O03

FS_O_FAU DeactivateFastShutdownI0I1:
SAFEBOOL

TRUE: 入力ペアI00とI01の高速シャットダウン
の無効化
FALSE: 入力ペアI00とI01の高速シャットダウ
ンの有効化

DeactivateFastShutdownI2I3:
SAFEBOOL

TRUE: 入力ペアI02とI03の高速シャットダウン
の無効化
FALSE: 入力ペアI02とI03の高速シャットダウ
ンの有効化

DeactivateFastShutdownOSSD
: SAFEBOOL

TRUE: OSSDの高速シャットダウンの無効化
FALSE: OSSDの高速シャットダウンの有効化

DeactivateFastShutdownMute:
SAFEBOOL

TRUE: ミュートの高速シャットダウンの無効化
FALSE: ミュートの高速シャットダウンの有効化

ProtectedFieldModeBoxBendin
g: SAFEBOOL

TRUE: ボックスモードの有効化
FALSE: ボックスモードの無効化

ProtectedFieldModeBackGauge
: SAFEBOOL

TRUE: バックゲージモードの有効化
FALSE: バックゲージモードの無効化

SystemInit: SAFEBOOL TRUE: システムチェックの有効化
FALSE: システムチェックの無効化

Acknowledge: SAFEBOOL TRUE: 保護フィールドモードの承認
FALSE: 保護フィールドモードを承認しない

PowerOffTransmitter:
SAFEBOOL

TRUE: PSENvipがRUN状態からSTANDBY
状態に切り替わる
FALSE: PSENvipがSTANDBY状態から
RUN状態に切り替わる

SensorControl: SAFEBYTE ツールクラスまたはミューティングエンドポイントをユ
ーザプログラムからモジュールに転送するための
Byte領域。詳細については、「安全システムとの
通信 [  26]」の章を参照してください。

PressCycleState: SAFEBYTE ユーザプログラムが現在のプレスステータスを送信
する
TRUE: 準備中

FALSE: 準備中
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4.10 安全システムとの通信
通信中、データは安全システムとモジュール間で送信されます。次の点に注意してください。
} 通信は連続している必要があります。
} ツールクラスの通信は、ミューティングエンドポイントのコンフィグレーションに関する通信が実行される前に

完了する必要があります。

4.10.1 ツールクラスの通信
規格に準拠して保護できないツールを使用する場合は、PSENvipと安全システム間の通信が必要で
す。これはツールクラス2および3の場合です (詳細については、取扱説明書「PSENvip R、PSENvip
E」の「安全」 → 「用途」 → 「ツールの形状」を参照してください)。

モジュールと安全システム間の通信は、モジュールバスを介して行われます。

通信の実施:
} 電源投入後
} ツール変更後
} 安全システムによる要求後

モジュールは、検出されたツールクラスに関する情報を入力データ型「SensorInfo」のユーザプログラムに
転送します。

入力データ型「SensorInfo」の意味:

値 (16進数) 意味

0x00 初期値、または無効なツールクラス

0x01 モジュールがツールクラス1をユーザプログラムに送信します

0x02 モジュールがツールクラス2をユーザプログラムに送信します

0x03 モジュールがツールクラス3をユーザプログラムに送信します

0x04 ツールクラスの通信に成功しました

0x05 使用しない

0x06 モジュールが通信を開始します

ユーザプログラムは、検出されたツールクラスに関する情報を出力データ型「SensorControl」のモジュー
ルに送信します。

出力データ型「SensorControl」の意味:

値 (16進数) 意味

0x00 初期値

0x01 安全システムのユーザプログラムがツールクラス1を確認します

0x02 安全システムのユーザプログラムがツールクラス2を確認します

0x03 安全システムのユーザプログラムがツールクラス3を確認します

0x04 ツールクラスの通信に成功しました

0x05 使用しない
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値 (16進数) 意味

0x06 安全システムのユーザプログラムが通信を開始します

0x10 ユーザプログラムがツールクラスをリクエストします

ツール交換後またはモジュールリセット後の調整中の通信シーケンス

PS
Su

 K
 F

 F
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ー

ザ
プ

ロ
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ム

[2] 開始
[1] 開始

[4] ツールクラス
[3] ツールクラス

[6] OK
[5] OK

[1] から [3] までのタイムアウト、最大200 ms
[3] から [6] までのタイムアウト、最大200 ms

通信シーケンス:
} [1] モジュールは通信を開始します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x06と等しく、出力データ型「SensorControl」の値は
0x00と等しくなります。

} [2] 安全システムのユーザプログラムは通信可能な状態になっています。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x00と等しくなります。
} [3] モジュールは検出されたツールクラスを安全システムのユーザプログラムに送信します。

– 入力データ型「Sensor」の値は0x00と等しくなります: 無効なツールクラス。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x01と等しくなります: ツールクラス1が検出されました。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x02と等しくなります: ツールクラス2が検出されました。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x03と等しくなります: ツールクラス3が検出されました。
} [4] 安全システムのユーザプログラムは、ステップ3で安全システムに登録されたツールクラスの有効性を

確認します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x00と等しくなります: 無効なツールクラス。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x01と等しくなります: ツールクラス1が確認されました。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x02と等しくなります: ツールクラス2が確認されました。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x03と等しくなります: ツールクラス3が確認されました。
} [5] モジュールは通信を終了します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x04と等しくなります: ツールクラスの通信が成功しました。
} [6] 安全システムのユーザプログラムが通信を終了します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x04と等しくなります: ツールクラスの通信が成功しまし
た。
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安全システムの再起動後、ユーザプログラムがツールクラスをリクエスト

PS
Su

 K
 F

 F
AU

ユ
ー

ザ
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ム

[3] ツールクラス

[2] ツールクラス

[5] OK

[4] OK

[1] ツールクラスのリクエスト

[1] から [2] までのタイムアウト、最大200 ms
[2] から [5] までのタイムアウト、最大200 ms

通信シーケンス:
} [1] 安全システムのユーザプログラムがツールクラスをリクエストします。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x10と等しく、入力データ型「SensorInfo」の値は
0x00と等しくなります。

} [2] モジュールは検出されたツールクラスを安全システムのユーザプログラムに送信します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x00と等しくなります: 無効なツールクラス。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x01と等しくなります: ツールクラス1が検出されました。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x02と等しくなります: ツールクラス2が検出されました。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x03と等しくなります: ツールクラス3が検出されました。
} [3] 安全システムのユーザプログラムは、ステップ2で安全システムに登録されたツールクラスの有効性を

確認します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x00と等しくなります: 無効なツールクラス。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x01と等しくなります: ツールクラス1が確認されました。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x02と等しくなります: ツールクラス2が確認されました。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x03と等しくなります: ツールクラス3が確認されました。
} [4] モジュールは通信を終了します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x04と等しくなります: ツールクラスの通信が成功しました。
} [5] 安全システムのユーザプログラムが通信を終了します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x04と等しくなります: ツールクラスの通信が成功しまし
た。

情報

安全システムのユーザプログラムの要件については、取扱説明書「PSENvip R、
PSENvip E」の「システム接続」を参照してください。
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4.10.2 ミューティングエンドポイントのコンフィグレーションに関する通信
ハードウェアバージョン2.0およびソフトウェアバージョン1.1以降では、製品バージョンPSSu K F FAU P
は、コンフィグレーション可能なミューティングエンドポイントをサポートします。4～1.6 mmの範囲の値をミ
ューティングエンドポイントとしてコンフィグレーションできます。コンフィギュレーションはユーザプログラムで作成
する必要があります。通信はシステム起動中に実行される必要があります。

ミューティングエンドポイントがコンフィグレーションされていない場合は、4 mmの固定ミューティングエンドポ
イントが使用されます。
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[2] 開始
[1] 開始

[4] ミューティングエンドポイント

[3] ミューティングエンドポイント

[6] OK
[5] OK

通信シーケンス:
} [1] 安全システムのユーザプログラムが通信を開始します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x22と等しく、入力データ型「SensorInfo」の値は
0x00と等しくなります。

} [2] モジュールは通信可能な状態になっています。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x22になります。
} [3] 安全システムのユーザプログラムがミューティングエンドポイントをモジュールに送信します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x10になります: ミューティングエンドポイント = 1.6
mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x14になります: ミューティングエンドポイント =
2.0 mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x18になります: ミューティングエンドポイント =
2.4 mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x1Cになります: ミューティングエンドポイント =
2.8 mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x20になります: ミューティングエンドポイント =
3.2 mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x24になります: ミューティングエンドポイント =
3.6 mm。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x28になります: ミューティングエンドポイント =
4.0 mm。

} [4] モジュールは、ステップ3で登録されたミューティングエンドポイントを確認します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x10になります: ミューティングエンドポイント = 1.6 mm。
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– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x14になります: ミューティングエンドポイント = 2.0 mm。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x184になります: ミューティングエンドポイント =
2.4 mm。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x1Cになります: ミューティングエンドポイント = 2.8 mm。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x20になります: ミューティングエンドポイント = 3.2 mm。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x24になります: ミューティングエンドポイント = 3.6 mm。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x28になります: ミューティングエンドポイント = 4.0 mm。
} [5] 安全システムのユーザプログラムが通信を終了します。

– 出力データ型「SensorControl」の値は0x23になります: ミューティングエンドポイントの通信に成
功しました。

} [6] モジュールは通信を終了します。

– 入力データ型「SensorInfo」の値は0x23になります: ミューティングエンドポイントの通信に成功し
ました。
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4.10.3 ブレーキランプ監視のコンフィグレーションのための通信
ハードウェアバージョン3.0およびソフトウェアバージョン2.0以降では、製品バージョンPSSu K F FAU P
は、ブレーキランプ監視のコンフィグレーションをサポートします。コンフィギュレーションはユーザプログラムで作
成する必要があります。通信はシステム起動中に実行される必要があります。他に有効な通信がない場
合にのみ、通信を行う場合があります。入力データ型「SensorInfo」の値は0x00と等しくなる必要があり
ます。

PS
Su

 K
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 F
AU
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プ
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ム

[1] 開始 (0x20)
[1] 開始 (0x20)

[2] セパレータバイト (0xFF)
[2] セパレータバイト (0xFF)

[3] 最小時間t0
[3] 最小時間t0

ユーザプログラムとモジュール間の個別の
通信ステップに関する情報の送受信がタイムアウトしました:  最大200 ms。

[4] セパレータバイト (0xFF)

[5] 最小時間t1～9

繰り返し9回

[5] 最小時間t1～9

[4] セパレータバイト (0xFF)

[6] セパレータバイト (0xFF)
[7] フォルトトレランス

[7] フォルトトレランス

[8] セパレータバイト (0xFF)

[9] フォルトストレージ

[8] セパレータバイト (0xFF)

[9] フォルトストレージ

[11] OK (0x21)

[10] セパレータバイト (0xFF)
[10] セパレータバイト (0xFF)

[11] OK (0x21)

[6] セパレータバイト (0xFF)

図: ブレーキランプ監視の通信

通信シーケンス:
} [1] 通信の開始

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムが通信を開始します。出力データ型
「SensorControl」の値は0x20と等しく、入力データ型「SensorInfo」の値は0x00と等しくなり
ます。
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– モジュールは通信可能な状態になっています。入力データ型「SensorInfo」の値は0x20と等しく
なります。

} [2] セパレータバイト
コンフィグレーションする連続的な同一の値を有効にするには、コンフィグレーション値の間にセパレータバ
イトを送信する必要があります。

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムは、セパレータバイトを送信します。出力データ型
「SensorControl」の値は0xFFになります。

– モジュールはセパレータバイトの受信を確認します。入力データ型「SensorInfo」の値は0xFFと等
しくなります。

} [3] 最小時間t0
監視する必要のないミューティングステップ (オーバーラン距離が14 mm未満の最初のミューティングス
テップなど) には、最小時間0 msをコンフィグレーションする必要があります。コンフィグレーションしない場
合、1～250 msの値を指定できます。これらの値は、Excelツール
「PSENvip_OverrunCalculationTool_for_RampMonitoring」などを使用して計算できます
(取扱説明書「PSENvip R, PSENvip」の「ブレーキランプ監視のコンフィグレーション」を参照)。値の
範囲1～250は速度8～2000 mm/sに対応します。

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムは、最小時間を送信します。出力データ型
「SensorControl」の値は、コンフィグレーションされた値と等しくなります。

– モジュールは最小時間の受信を確認します。入力データ型「SensorInfo」の値は出力データ型
「SensorControl」でコンフィグレーションされた最小時間と等しくなります。

時間値t1～t9の繰り返し
セパレータバイト0xFFを持つグレーの影付きブロックと、時間値1～9の最小時間tをミューティングステップ
1から9で繰り返す必要があります。ステップサイズ (つまり、ミューティングステップ8と9の2つのミューティング
ステップ間のスペース) は、ミューティングエンドポイントに応じて異なります。ただし、これに関係なく時間は
常に2 mmのミューティングステップに基づいて計算されます。固定ミューティングエンドポイントが4 mmの
場合、ミューティングステップ9は省略されます。この場合、最小時間t9の値として0 msをコンフィグレーショ
ンする必要があります。
} [4] セパレータバイト

時間値t1～t9のセパレータバイト0xFF。
} [5] 最小時間t1～9

ミューティングステップ1～9の最小時間。各ミューティングステップは2 mmです。監視する必要のないミ
ューティングステップには、最小時間0 msをコンフィグレーションする必要があります。コンフィグレーション
しない場合、1～250 msの値を指定できます。これらの値は、Excelツール
「PSENvip_OverrunCalculationTool_for_RampMonitoring」などを使用して計算できます
(取扱説明書「PSENvip R, PSENvip」の「ブレーキランプ監視のコンフィグレーション」を参照)。値の
範囲1～250は速度8～2000 mm/sに対応します。

繰り返しの終了
} [6] セパレータバイト

時間値1～9のセパレータバイト0xFF。
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} [7] フォルトトレランス
フォルトトレランスは、ブレーキランプの違反が許容される回数を示します。0～5の値をフォルトトレランス
にコンフィグレーションできます。0はOSSDが最初の違反でシャットダウンされることを意味します。

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムは、フォルトトレランスのコンフィグレーションされた値を
送信します。出力データ型「SensorControl」の値は、コンフィグレーションされた値と等しくなりま
す。

– モジュールは、フォルトトレランス値の受信を確認します。入力データ型「SensorInfo」の値は、出
力データ型「SensorControl」でコンフィグレーションされたフォルトトレランスと等しくなります。

} [8] セパレータバイト0xFF
} [9] フォルトストレージ

フォルトストレージは、違反が保存される時間の長さを定義します。この回数のテストに成功すると、違
反は無視されます。1～5の値をフォルトストレージにコンフィグレーションできます。

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムは、フォルトストレージのコンフィグレーションされた値を
送信します。出力データ型「SensorControl」の値は、コンフィグレーションされた値と等しくなりま
す。

– モジュールは、フォルトストレージ値の受信を確認します。入力データ型「SensorInfo」の値は、出
力データ型「SensorControl」でコンフィグレーションされたフォルトストレージと等しくなります。

} [10] セパレータバイト0xFF
} [11] 通信の終了

– プログラマブル安全システムのユーザプログラムが通信を終了します。出力データ型
「SensorControl」の値は0x21と等しくなります: ブレーキランプ監視の通信に成功しました。

– モジュールは通信を終了します。入力データ型「SensorInfo」の値は0x21と等しくなります: ブレ
ーキランプ監視の通信に成功しました。

4.11 オペレーティングステータス

INITおよびIDLE状態
INIT状態とIDLE状態は、PSENvipの待機状態または休止状態であり、無効な安全コントローラによっ
てトリガされます。PSENvipはINITおよびIDLE状態でのオペレーションの準備ができていません。つまり、
ウェブインタフェースまたはアドオンモジュールPSENvip IPMからのリクエストは処理されません。
} 再起動後のINIT状態への切り替え

供給電圧がオン (再起動) になると、PSENvipは最初にINIT状態に切り替わります。安全コントロー
ラがオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」を通知すると、すぐにPSENvipはINIT状態
を終了します。初期化プロセスとさまざまなスタートアップテストの後、すべての装置でエラーが発生せずに
動作している場合、PSENvipはRUN状態に切り替わります。

} RUN状態からIDLE状態への切り替え
安全コントローラが、オペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」を終了すると、すぐに
PSENvipはRUN状態からIDLE状態に切り替わります。たとえば、再起動コマンド、停止コマンド、リセ
ットコマンドの後、エラーが発生した場合、またはPSS 4000ユーザプログラムのダウンロード時などです。
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RUN

IDLEINIT

再起動
安全コントローラとPSENvipの供給電圧がオンになってい
る

安全コントローラがオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラー
なし」になっていない

安全コントローラがオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラー
なし」になっている

(電源ON)

安全コントローラがオペレーテ
ィング状態「装置がRUN状態、
エラーなし」になっている

図: INITおよびIDLE状態

RUN状態
PSENvipのRUN状態は、通常モードまたは生産モードに対応します。「標準モード」または「生産性モー
ド」は、設備／機械がその本来の機能を実行するオペレーティングモードです (つまり、PSENvipは保護フ
ィールド監視モードになっている)。
すべての装置でエラーが発生せずに動作している場合、PSENvipはRUN状態に切り替わります。たとえ
ば、専用モジュール、PSENvip E、PSENvip Rの各安全コントローラがRUN状態になり、エラーなしで動
作します。
PSENvipがRUN状態になっている間は、他のすべてのオペレーティング状態をリクエストできます。

次の条件が満たされるとRUN状態になります。
} INITまたはIDLEからRUN状態への切り替え

安全コントローラがオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」を通知すると、すぐにPSENvip
はINIT状態またはIDLE状態を終了します (「INITおよびIDLE状態」を参照)。初期化プロセスとさま
ざまなスタートアップテストの後、すべての装置でエラーが発生せずに動作している場合、PSENvipは
RUN状態に切り替わります。

} 他のいずれかのオペレーティング状態からRUN状態への切り替え
他のいずれかのオペレーティング状態では、オペレーティング状態に応じて、PSENvipをRUN状態に戻
すように要求できます。

次の条件が満たされるとRUN状態が終了します:
} IDLE状態への切り替え

安全コントローラがオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」を終了します (「IDLE状態」を
参照)。
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} STANDBY状態への切り替え
STANDBY状態は、PSS 4000ユーザプログラムからリクエストできます (「STANDBY状態」を参
照)。

} ADJUSTMENT状態への切り替え
ユーザはウェブインタフェースからADJUSTMENT状態をリクエストできます (「ADJUSTMENT状態」を
参照)。

} TOOL CHANG状態への切り替え
ユーザはウェブインタフェースからTOOL CHANGE状態をリクエストできます (「TOOL CHANGE状態」
を参照)。

} MEASUREMENT状態への切り替え
MEASUREMENT状態はアドオンモジュールPSENvip IPMからのみリクエストできます
(「MEASUREMENT状態」を参照)。

} HALT状態への切り替え
深刻ではないエラーが発生した場合、PSENvipは自動的にHALT状態に切り替わります (「HALT状
態」を参照)。

} ERROR状態への切り替え
重大なエラーが発生した場合、PSENvipは自動的にERROR状態に切り替わります (「ERROR状
態」を参照)。
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FW-UPDATE

TOOL CHANGE

MEASUREMENT

RUN

STANDBY

IDLEINIT

JUSTAGE

HALT

ERROR

安全コントローラがオペレーティング状態「装置が
RUN状態、エラーなし」になっている

状態のリクエスト
PSS 4000ユーザプログラム

ウェブインタフェース

ウェブインタフェース

アドオンモジュールPSENvip IPM

深刻ではないエラー

エラーの修正とリセット

状態の終了

安全コントローラがオペレーティング状態「装置がRUN状
態、エラーなし」になっていない

エラー

重大なエラー

自動リセット、PSENvipの
再起動

ウェブインタフェース
自動リセット、PSENvipの
再起動

図: RUN状態

STANDBY状態
PSENvipのSTANDBY状態は、安全コントローラのPSS 4000ユーザプログラムからリクエストできます。
出力データ型PowerOffTransmitterは、この目的のために専用モジュールPSSu K F FAU Pで使
用できます。STANDBY状態はPSENvipのセットアップモードに必要です。また、タンデムモードで受光器
を解除／接続できるようにするためにも使用されます。PSENvipはSTANDBY状態で無効になっており、
投光器と受光器はオフになっています (電源遮断)。STANDBY状態はPSENvipのすべてのオペレーティ
ング状態でリクエストできます。
STANDBY状態は、出力データ型poweroffTransmitterから、または優先度の高いオペレーティン
グ状態 (例: 安全コントローラのオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」の終了による
HALT状態、ERROR状態、IDLE状態) から終了できます。



機能の概要

取扱説明書 PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P
1003434-JA-05

| 37

重要

PSENvipがSTANDBY状態の場合、通常モードまたは生産モードではプレスが動作し
ないようにします。そのため、効率的なオペレーションを行うには、STANDBY状態がリク
エストされる時間をプレスのオペレーションに合わせて調整する必要があります。

STANDBY状態では、PSENvipは次のリクエストを処理しません:
} MEASUREMENT状態への切り替え (アドオンモジュールPSENvip IPMからリクエスト)
} ADJUSTMENT状態への切り替え (ウェブインタフェースからのリクエスト)

Adjustmentオプションはウェブインタフェースで無効になっています。
} TOOL CHANGE状態への切り替え (ウェブインタフェースからのリクエスト)

Tool Changeオプションはウェブインタフェースで無効になっています。
} ファームウェアアップデート (ウェブインタフェースからのリクエスト)

ファームウェアアップデートオプションはウェブインタフェースで無効になっています。

PSS 4000ユーザプログラムは、次のように専用モジュールPSSu K F FAU PからSTANDBY状態をリク
エスト／終了します:
} PowerOffTransmitter=TRUE

PSENvipがRUN状態からSTANDBY状態に切り替わります。
} PowerOffTransmitter=FALSE

PSENvipがSTANDBY状態からRUN状態に切り替わります。
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JUSTAGE

MEASUREMENT

STANDBY

RUN

TOOL CHANGE

HALT

STANDBYの終了
(PowerOffTransmitter=FALSE)

PSS 4000ユーザプログラム

STANDBYのリクエスト
(PowerOffTransmitter=TRUE)

STANDBYのリクエスト
(PowerOffTransmitter=TRUE)

STANDBYのリクエスト
(PowerOffTransmitter=TRUE)

STANDBYのリクエスト
(PowerOffTransmitter=TRUE)

STANDBYのリクエスト
(PowerOffTransmitter=TRUE)

図: STANDBY状態のリクエスト／終了

ADJUSTMENT状態
ユーザはウェブインタフェースからADJUSTMENT状態をリクエストできます (ウェブインタフェース:
Adjustmentを参照)。ADJUSTMENT状態では、試運転およびツール交換時にツールを調整できま
す。ADJUSTMENT状態は、ウェブインタフェースから、または優先度の高いオペレーティング状態 (例:
安全コントローラのオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」の終了によるPSS 4000ユーザ
プログラム、HALT状態、ERROR状態、IDLE状態からのSTANDBY状態のリクエスト) から終了できま
す。

ADJUSTMENT状態では、PSENvipは次のリクエストを処理しません:
} MEASUREMENT状態への切り替え (アドオンモジュールPSENvip IPMからリクエスト)
} ファームウェアアップデート (ウェブインタフェースからのリクエスト)

ファームウェアアップデートオプションはウェブインタフェースで無効になっています。
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JUSTAGE

RUN

HALT

ウェブインタフェース:  調整

ADJUSTMENTのリクエスト

ADJUSTMENTのリクエスト

ADJUSTMENTの終了

図: ADJUSTMENT状態のリクエスト／終了

TOOL CHANGE状態
ユーザはウェブインタフェースを介してTOOL CHANGE状態をリクエストできます (ウェブインタフェース:
Tool Changeを参照)。TOOL CHANGE状態では、ツールの輪郭が識別され、ツールクラスが割り付
けられます。TOOL CHANGE状態は、ウェブインタフェースから、または優先度の高いオペレーティング状
態 (例: 安全コントローラのオペレーティング状態「装置がRUN状態、エラーなし」の終了によるPSS
4000ユーザプログラム、HALT状態、ERROR状態、IDLE状態からのSTANDBY状態のリクエスト) か
ら終了できます。

TOOL CHANGE状態では、PSENvipは次のリクエストを処理しません:
} MEASUREMENT状態への切り替え (アドオンモジュールPSENvip IPMからリクエスト)
} ファームウェアアップデート (ウェブインタフェースからのリクエスト)

ファームウェアアップデートオプションはウェブインタフェースで無効になっています。
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TOOL CHANGE

RUN

HALT

ウェブインタフェース:  ツール変更

TOOL CHANGEのリクエスト

TOOL CHANGEのリクエスト

TOOL CHANGEの終了

図: TOOL CHANGE状態のリクエスト／終了

MEASUREMENT状態
MEASUREMENTモードは、アドオンモジュールPSENvip IPMからのみリクエストおよび終了できます。測
定モードへの切り替え、または測定モードの終了リクエストは、プレスコントローラから専用モジュール
PSENvip IPMに送信される必要があります。
} MEASUREMENT状態への切り替え

PSENvipがRUN状態の場合にのみ、MEASUREMENT状態に切り替えることができます。プレスコン
トローラは、測定モードを開始するコマンドをアドオンモジュールPSENvip IPMに送信します。開始コマ
ンドを使用すると、PSENvipはRUN状態からMEASUREMENT状態に切り替わります。
MEASUREMENT状態では、ADJUSTMENT状態およびTOOL CHANGE状態 (ウェブインタフェー
ス) に切り替えることはできません。AdjustmentオプションとTool Changeオプションはウェブインタフ
ェースで無効になっています。他のリクエストも可能ですが、結果的にMEASUREMENT状態は終了し
ます。

} MEASUREMENT状態の終了
プレスコントローラは、測定モードを停止するコマンドをアドオンモジュールPSENvip IPMに送信します。
停止コマンドを使用すると、PSENvipはMEASUREMENT状態からRUN状態に切り替わります。
MEASUREMENT状態は、優先度の高いオペレーティング状態 (例: 安全コントローラのオペレーティ
ング状態「装置がRUN状態、エラーなし」の終了によるPSS 4000ユーザプログラム、ERROR状態、
IDLE状態からのSTANDBY状態のリクエスト) から終了することもできます。
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重要

PSENvipがMEASUREMENT状態の場合、通常モードまたは生産モードではプレスが
動作しないようにします。そのため、効率的なオペレーションを行うには、測定モードがリク
エストされる時間をプレスのオペレーションに合わせて調整する必要があります。

MEASUREMENT

RUN

プレスコントローラ -> PSENvip IPM

MEASUREMENTのリクエスト

MEASUREMENTの終了

図: MEASUREMENT状態のリクエスト／終了

FW-UPDATE状態
ユーザはウェブインタフェースを介してPSENvipをオペレーティング状態「FW-Update」に移行できます
(「ウェブインタフェース: [Settings] → [Update]を参照)。このオペレーティング状態では、PSENvip
ファームウェアが更新されます。更新がエラーなしで実行されるか、エラーにより中止されると、PSENvipは
このオペレーティング状態を自動的に終了します:
} エラーが発生することなくファームウェアが更新された

PSENvipは自動的にリセットされます。PSENvipは初期化とセルフテストの後、再起動されます。
} 重大なエラーが発生したため、ファームウェアの更新が中止される

「ERROR状態」を参照

FW-UPDATE状態では、PSENvipはリクエストを処理しません。
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ERROR

FW-UPDATE

RUN

MEASUREMENT

STANDBY

HALT

FW-UPDATEのリクエスト

自動リセット

自動リセット

再起動OK

FW-UPDATEのリクエスト

FW-UPDATEのリクエスト

FW-UPDATEのリクエスト

図: FW-UPDATE状態をリクエスト／終了

HALT状態
HALT状態は、回復可能なエラーが発生したときにPSENvipが自動的に仮定するエラー状態です
(PSENvipの取扱説明書の「診断とトラブルシューティング」の章を参照)。エラーはウェブインタフェースを介
して表示されます。HALT状態を終了するには、エラーを修正してから、ウェブインタフェースからリセットする
必要があります。リセットすると、PSENvipがRUN状態に切り替わります。

注:
} 安全コントローラPSS 4000でエラーが発生すると、安全コントローラはオペレーティング状態「装置が

RUN状態、エラーなし」を終了します (「PSS 4000システムの説明」のオペレーティング状態の説明を
参照)。次にPSENvipがIDLE状態に切り替わります。

} 専用モジュールPSSu K F FAUのエラーは、安全コントローラで処理されます (取扱説明書
「PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P」を参照)。

HALT状態では、PSENvipはMEASUREMENT状態への切り替えリクエストを処理しません。他のリクエ
ストがHALT状態である可能性があり、その結果HALT状態は終了します。ただし、事前にエラーが修正
されていない場合、PSENvipは直ちに自動的にHALT状態に戻ります。
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RUN

JUSTAGE

HALT

IDLE

STANDBY

TOOL CHANGE

回復可能なエラー

回復可能なエラー

回復可能なエラー

回復可能なエラー

回復可能なエラー

エラーの修正、リセ
ット

INIT/IDLE

図: HALT状態

ERROR状態
オペレーティング状態で重大なエラーが発生した場合、PSENvipは自動的にERROR状態に切り替わり
ます (PSENvipの取扱説明書の「診断とトラブルシューティング」の章を参照)。重大なエラーが発生する
と、PSENvipは自動的に再起動されます (再起動)。再起動は3回まで実行されます。再起動後もエラ
ーが解決されない場合は、PSENvipがオフのままになります。エラーはウェブインタフェースで表示され (可
能な場合)、安全コントローラの診断に報告されます。

注:
} 安全コントローラPSS 4000で重大なエラーが発生すると、安全コントローラはオペレーティング状態「装

置がRUN状態、エラーなし」を終了します (「PSS 4000システムの説明」のオペレーティング状態の説
明を参照)。

} 専用モジュールPSSu K F FAUのエラーは、安全コントローラで処理されます (取扱説明書
「PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P」を参照)。

ERROR状態で処理されるリクエストはありません。



機能の概要

取扱説明書 PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P
1003434-JA-05

| 44

TOOL CHANGE

MEASUREMENT

ERROR

RUN

FW-UPDATE

JUSTAGE

STANDBY

HALT

IDLE
重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

重大なエラー

自動リセット、PSENvipの
再起動

INIT/IDLE

図: ERROR状態
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5 インタフェース

5.1 受光器のインタフェース
受光器のインタフェースは、モジュールと受光器間でデータを転送します。ピルツの組み立て済みケーブルを
使用して受光器を接続します (ご注文のための情報を参照)。

接続にはMini-I/Oソケットを使用

ソケット PIN 信号
8    6   4    2

7    5   3    1

1 SerDes+

2 SerDes-

3 n.c.

4 n.c.

5 n.c.

6 n.c.

7 + 5 V

8 - GND

n.c.: 未接続

5.2 投光器インタフェース
投光器は4ピンコネクタストリップに接続されています。

コネクタストリップ

4ピン

PIN 割付け

1

4

1 24 V

2 ESY

3 EON

4 0 V

} EON
モジュールはこの信号を使用して、投光器の光源のオン／オフを切り替えます。

} ESY
モジュールはこの信号を使用して、投光器の光源の強さを制御します。

5.3 イーサネットインタフェース
内蔵オートセンシングスイッチ経由のイーサネットインタフェースとして、2つの空きスイッチポートが用意されて
います。オートセンシングスイッチは、データ転送が10 Mbit/sで行われているか、100 Mbit/sで行われて
いるかを自動的に検出します。
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情報

接続されたサブスクライバは、オートセンシング／オートネゴシエーション機能をサポートし
ている必要があります。サポートしていない場合は、通信パートナーを固定的に「10
Mbit/s、半二重」に設定する必要があります。

スイッチの自動クロスオーバ機能により、パッチケーブル (アンクロスドデータライン接続) とクロスオーバケーブ
ル (クロスオーバデータライン接続) 間の接続ケーブルを区別する必要はありません。このスイッチは、正し
いデータライン接続を内部で自動的に作成します。このため、パッチケーブルを端末装置とカスケードの接
続ケーブルとして使用できます。

両方のイーサネットインタフェースでRJ45技術を使用しています。

イーサネットインタフェースはPAS4000でコンフィグレーションされます (詳細ついては、PAS4000オンライ
ンヘルプの「ハードウェアコンフィグレーション」 → 「PSSuモジュールのコンフィグレーション」 → 「PSSuモジ
ュールのコンフィグレーション」 → 「専用モジュールのコンフィグレーション」 → 「PSSu K F FAU」の章を参
照)。

イーサネットインタフェース

RJ45ソケット

8ピン

PIN 標準 クロスオーバ

8             1

1 TD+ (送信+) RD+ (受信+)

2 TD- (送信-) RD- (受信-)

3 RD+ (受信+) TD+ (送信+)

4 n.c. n.c.

5 n.c. n.c.

6 RD- (受信-) TD- (送信-)

7 n.c. n.c.

8 n.c. n.c.
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6 取り付け

6.1 一般的な取り付けガイドライン
PSSuniversalの取り付けマニュアルも参照してください。

重要

静電放電によって損傷が発生することがあります。

静電放電によって部品が損傷するおそれがあります。製品に触れる前に、接地されてい
る導電性のある表面に触れるか、または接地されているアームバンドを着用するなどの
方法で、放電対策を講じてください。

6.1.1 寸法
コネクタ付きモジュール:
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コネクタとラベリングブラケット付きモジュール:

6.2 コンパクトモジュールの取り付け
前提条件:
} ヘッドモジュールが取り付けられていること
} ヘッドモジュールに内蔵電源がない場合は、ヘッドモジュールの右側に電圧供給モジュールが取り付けら

れていること
} スクリュー式端子付きのベースユニットはコンパクトモジュールの左側に取り付けないこと

注意事項:
} すべての接点を汚れから保護する必要があること
} コンパクトモジュールの機械構造は、50回のプラグイン／アウトの周期を目安に設計されていること

手順:
} コンパクトモジュールの溝を取り付けレールに下からはめ込む [1]
} コンパクトモジュールを一番奥まで押し込む [2]
} ロック機構 [3] が下に押され、モジュールが取り付けレールにしっかりと固定されているのを確認
} 取り付けレールの上で、コンパクトモジュールを左側にスライドさせる
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重要
ひねることにより接点が損傷するおそれがあります！

取り付けレールの上でコンパクトモジュールがねじれると、モジュール供給と周辺供給の接
点が曲がることがあります。

– 取り付けレールの上で、隣のモジュールの側面の取り付けフックがカチッと固定さ
れるまで、コンパクトモジュールを隣のモジュールに平行に注意深く左にスライドさ
せる [4]

図: コンパクトモジュールの取り付け

6.3 コネクタの取り付け／取り外し
プラグイン前にケージ式端子のコネクタを配線することをお勧めします。

注意事項:
} すべての接点を汚れから保護する必要があること
} コネクタの機械構造は、25回のプラグイン／アウトの周期を目安に設計されていること

取り付け手順:
} コネクタをカチッと固定されるまで目的のコネクタストリップに差し込む [1]
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情報

差し込まれると2つのロックレバーが自動的に定位置に固定されます。それにより、コネク
タがしっかりとモジュールに接続されます。

取り外し手順:
} 両方のロックレバーを一杯まで左に押す [1]

情報

これによりコネクタが自動的に持ち上げられ、モジュールから外れます。

重要

コネクタを取り外す際は、ケーブルハーネスではなくコネクタハウジングをつかんでください。

図: コネクタの取り付け／取り外し
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7 配線

7.1 配線に関する一般的なガイドライン
注意事項:
} センサとアクチュエータは、シールドされていないケーブルを使用して接続できます。
} 誘導負荷のための出力の抑制は不要です。
} 銅線を使用してください。
} ピルツのアセンブリ済みケーブルを使用してモジュールと受光器を接続します。
} シールドケーブルを使用して、モジュールと投光器を接続します。シールドは、制御盤のシールド端子に

接続する必要があります。

7.2 コネクタの機械的接続
注意事項:
} フェルールなしケージ式端子のコンダクタ断面は 0,2 - 1 mm², 22 - 18 AWG
} 多芯ケーブルまたは細線ケーブルを使用する場合は、DIN46228/Part 1またはDIN46228/Part

4に適合したフェルール (0.2～1mm 2 ) の使用を推奨。フェルールの圧着には、Weidmüller (ワイ
ドミュラー) のPZ 6/5など、EN 60947-1に適合した圧着ペンチ (Form Aの圧着が可能) の使用を
推奨

} 接続ごとの配線口: 1
} 電線剥き線長さ: 8 mm

7.3 ケーブルの接続／取り外し
0.4 x 2.5 mm (DIN 5264) 刃のマイナスドライバの使用をお勧めします。

ケーブルのストリッピング:
} ケーブルのストリッピングを行い [1] 必要ならばフェルールをつける(DIN 46228/Part 1またはDIN

46228/Part 4)

ケーブルを接続:
} ドライバを使用し、ケージ式端子上のアクチュエータボタンを一杯まで押し下げ [2]、押し下げたまま被

覆をはいだケーブルをプラグ接続口へ一杯まで差し込む [2]
} ケーブルがしっかり固定されていることを確認 [3]

ケーブルを外す:
} ドライバを使用し、アクチュエータボタンを一杯まで押し下げ [4]、押し下げたままケーブルをプラグ接続

口から引き抜く [4]
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[1] [2] [3] [4]
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図: ケーブルの接続と取り外し

7.4 端子配列
ケージ式端子付きコネクタのピンの配列 (1列／10ピン): 
PSSu A Con 1/10 C

X12:
24 V: +24 V (外部周辺供給)

O 00+: 出力1、双極正切替

O 00+: 出力1、双極正切替

O 00-: 出力1、双極負切替

O 00-: 出力1、双極負切替

O 01+: 出力2、双極正切替

O 01+: 出力2、双極正切替

O 01-: 出力2、双極負切替

O 01-: 出力2、双極負切替

0 V: 0 V (外部周辺供給)

1

10
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ケージ式端子付きコネクタのピンの配列 (1列／10ピン): 
PSSu A Con 1/10 C

X21:
n.c.: 未接続

I 00: 入力 0

I 01: 入力 １

I 02: 入力 2

I 03: 入力 3

T 00: テストパルス出力T0
または+24 V出力 (周辺供給)

T 00: テストパルス出力T0
または+24 V出力 (周辺供給)

T 01: テストパルス出力T1
または+24 V出力 (周辺供給)

T 01: テストパルス出力T1
または+24 V出力 (周辺供給)

0 V: 0 V (周辺供給)

X21

NC

I00

I01

I02

I03

T 00

T00

T01

T01

0 V<

1

10

X22:
24 V: +24 V (外部周辺供給)

O 02: 出力1、単極

O 02: 出力1、単極

O 03: 出力2、単極

O 03: 出力2、単極

0 V: 0 V (周辺供給)

0 V: 0 V (周辺供給)

0 V: 0 V (周辺供給)

0 V: 0 V (周辺供給)

0 V: 0 V (外部周辺供給)

1

10

ケージ式端子付きコネクタのピンの配列 (1列／4ピン): 
PSSu A Con 1/4 C

X34:
24 V: +24 V (投光器の供給電圧)

ESY: 投光器の光源を制御する信号

EON: 投光器の光源をONおよびOFFに切り替える信号

0 V: 0 V (周辺供給)

 ESY

 EON

X34

1

4
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7.5 モジュールの接続
投光器へのインタフェース

24 V

TRM_SYNC

TRM_ON

0 V

PSENvip 
投光器

高速シャットダウンの入力回路

フットスイッチ、光線式装置 X21
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出力回路 単極出力 双極出力

1チャンネルオペレーション

0 V

2チャンネルオペレーション

0 V

フィードバック
I00

T00
RFK

双極出力では、両端子 (O00 +/-または O01 +/-) とも1負荷あたり2.18 Aの出力電流に抑える必
要があります。



配線

取扱説明書 PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P
1003434-JA-05

| 56

7.6 試運転時のファンクションテスト
試運転中、各安全関連の出力のエラーをシミュレートする必要があります。出力が供給電圧に短絡する
と、予期するエラー応答が発生しなければなりません。

情報

短絡テストは出力端子上ではなく負荷上で実施する必要があります。
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8 オペレーション

情報

新しい投光器を使用したPSENvipの試運転中、受光器と専用モジュールPSSu K F
FAU間でデータが転送されます。データを転送すると、専用モジュールが2回再起動し、
制御システムPSSu PLCで異常が発生します。システムのヘッドモジュールの「DIAG」
LEDが赤色で点滅します。

手順:

– データが転送されロードされるまで待ちます。
専用モジュールのLED「ON」および「RUN」が緑色で点灯します。さらに、
LED「PROT」が緑色に点灯するか、または専用モジュールのLED「HALT」が赤
色に点灯します。

– 制御システムの再起動

8.1 メッセージ
モジュールエラーは「Err」LEDで表示され、ヘッドモジュールに送信されてヘッドモジュールの診断ログに入り
ます。

このモジュールは以下のエラーを検知できます:

モジュールエラー 説明 処置

起動エラー PSSuシステムの起動時にエラー
が発生しました。

故障しているモジュールを交換し
てください。

コンフィグレーションエラー 正しくないモジュールタイプをコンフ
ィグレーションしました。

コンフィグレーションしたハードウェ
アレジストリが、実際のハードウェ
アレジストリと一致しません。

FS通信エラー FS通信中にエラーが発生しまし
た。

故障しているモジュールを交換し
てください。

バス終端エラー 終端プレートがないか、モジュール
バスとの接触が不良です。

エンドブラケットが内蔵された終
端プレートを取り付けるか、ベース
モジュールを正しく挿入してくださ
い。

温度エラー: 高温 周囲温度が高すぎます: 
エラースタックエントリ／診断ログ
エントリ

制御盤内の換気が十分であるこ
とを確認するか、過負荷にならな
いようにしてください。

入力エラー 周期的入力テスト中にエラーが
発生しました。考えられる原因:
入力が故障しています。

故障しているモジュールを交換し
てください。
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モジュールエラー 説明 処置

出力エラー 短絡を検出するための周期的出
力テスト中にエラーが発生しまし
た。考えられる原因: 短絡、また
は出力が故障しています。
双極出力で開放回路が検出さ
れました。

開放回路、短絡を修正するか、
故障しているモジュールを交換し
てください。

テストパルスエラー 考えられる原因: テストパルスと
供給電圧間が短絡しているか、
モジュールが故障しています。

短絡を修正するか、故障してい
るモジュールを交換してください。

8.2 表示内容
凡例

LED点灯

LED点滅

LED消灯

8.2.1 モジュール診断の表示内容
モジュールには、オペレーティング状態 (「On」LED) およびモジュールエラー (「Err」LED) を表示するため
のLEDが装備されています。

RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

FLT

HALT

MUTE

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

On ERR

O 00

O 01

I 00

I 01

I 02

I 03

O 02

O 03

On

ERR

LED 意味

指定 カラー ステー
タス

オン - - - モジュールは動作していない

緑 モジュールは動作中

Err - - - エラーなし

赤 モジュールのエラー

赤 周辺供給の入出力または供給電圧
の外部エラー
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このモジュールには、PSENvipインタフェースのステータスを表示するLEDが14個搭載されています (診断
の詳細については、取扱説明書「PSENvip2」の「トラブルシューティングと診断」を参照)。

RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

FLT

HALT

MUTE

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

On ERR

O 00

O 01

I 00

I 01

I 02

I 03

O 02

O 03

RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

LED 意味

指定 カラー ステー
タス

RUN - - - モジュールのPSENvip部品が動作し
ていない

緑 モジュールのPSENvip部品が動作
中

PROT - - - 保護フィールド監視が無効

緑 保護フィールド監視が有効

OSSD - - - 保護フィールド監視が無効になって
いる、または保護フィールドが遮断さ
れている

緑 保護フィールド監視が有効になって
いる、または保護フィールドがクリアさ
れている

RLNK - - - 受光器との接続なし

緑 受光器との接続が有効

HMI - - - オペレータがシステムにログインしてい
ない

緑 オペレータがシステムにログインしてい
る

LNK1/2 - - - インタフェースETH1/2経由のネット
ワーク接続が無効

緑 インタフェースETH1/2経由のネット
ワーク接続が有効
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RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

FLT

HALT

MUTE

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

On ERR

O 00

O 01

I 00

I 01

I 02

I 03

O 02

O 03

FLT

HALT

MUTE

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

LED 意味

指定 カラー ステー
タス

FLT - - - 故障なし

赤 PSENvip部品の故障

HALT - - - STOPステータス、起動、エラー、保
護フィールド監視なし

赤 0x03 - STOPステータス: ミラー、
回復可能なエラー

MUTE
(PSSu K F FAU Pの
み)

- - - 保護フィールド監視が無効／動的ミ
ューティングが有効

緑 保護フィールド監視が有効で、動的
ミューティングが有効ではない

MBUS - - - データ接続なし

緑 ヘッドモジュールへのデータ接続が有
効

M2M - - - CNCとのイーサネット通信が無効

緑 CNCとのイーサネット通信が有効

TRF1/2 - - - データトラフィックなし

緑 データトラフィックはエラーなし
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8.2.2 入出力ステータスの表示内容
各入出力にステータスを表示するLEDが割り付けられています

RUN

PROT

OSSD

RLNK

HMI

LNK1

LNK2

FLT

HALT

MUTE

MBUS

M2M

TRF1

TRF2

On ERR

O 00

O 01

I 00

I 01

I 02

I 03

O 02

O 03

LED 意味

指定 カラー ステータス 信号 出力

O00

O01

- - - 0信号 双極
O00+

O 01+

緑 1信号

O02

O03

- - - 0信号 単極
O 02

O03

緑 1信号

指定 カラー ステータス 信号 入力

I00

I04

- - - 0信号 高速シャッ
トダウンあり

緑 1信号



技術データ

取扱説明書 PSSu K F FAU B, PSSu K F FAU P
1003434-JA-05

| 62

9 技術データ

一般事項 312420 312421
認証 CE, EAC (Eurasian), TÜV,

cULus Listed, cULus Listed
CE, EAC (Eurasian), TÜV,
cULus Listed, cULus Listed

アプリケーション範囲 フェイルセーフ フェイルセーフ
モジュールの装置コード 0F22h 0F23h
FS入力ビット数 7 7
FS出力ビット数 4 4
FSステータスビット数 30 30
FS制御ビット数 25 25
システム環境Bでのアプリケーション

FSファームウェアバージョン、ヘッドモジ
ュールから 1.10.0 1.10.0

電気的データ 312420 312421
供給電圧

対象 モジュール供給 モジュール供給
電圧 5 V 5 V
種類 DC DC
許容電圧範囲 -4 %/+4 % -4 %/+4 %
外部電源が供給する必要がある最
大連続電流 1 A 1 A
外部電源の出力 (DC) 5 W 5 W

供給電圧
対象 周辺供給 周辺供給
電圧 24 V 24 V
種類 DC DC
許容電圧範囲 -30 %/+25 % -30 %/+25 %
外部電源が供給する必要がある最
大連続電流 0,2 A 0,2 A
外部電源の出力 (DC) 4,8 W 4,8 W

供給電圧
対象 出力 出力
電圧 24 V 24 V
種類 DC DC
許容電圧範囲 -30 %/+25 % -30 %/+25 %
外部電源が供給する必要がある最
大連続電流 10 A 10 A

内部供給電圧 (モジュール供給)
モジュールの消費電力 5 W 5 W
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電気的データ 312420 312421
周辺の供給電圧 (周辺供給)

電圧範囲 16,8 - 30 V 16,8 - 30 V
モジュールの消費電流 (負荷なし) 25 mA 25 mA
モジュールの消費電力 (負荷なし) 0,6 W 0,6 W

モジュールの最大ワット損 11,6 W 11,6 W
入力 312420 312421
点数 4 4
点数 4 4
入力電圧 24 V DC 24 V DC
入力電流範囲 2,4 - 7,8 mA 2,4 - 7,8 mA
信号が「1」から「0」に変わるときの最小
しきい値電圧 8,5 V 8,5 V
信号が「0」から「1」に変わるときの最大
しきい値電圧 10,5 V 10,5 V
信号が「1」から「0」に変わるときの入力
の最大処理時間 (コンフィグレーションさ
れた入力フィルタ時間に基づく) 2,7 - 5,8 ms 2,7 - 5,8 ms
信号が「0」から「1」に変わるときの入力
の最大処理時間 (コンフィグレーションさ
れた入力フィルタ時間に基づく) 2,7 - 5,8 ms 2,7 - 5,8 ms
入力と内部のモジュールバス電圧間の電
位分離 有 有
半導体出力 312420 312421
正切替単極半導体出力点数 2 2
電圧 24 V 24 V
半導体出力の「1」信号での標準出力
電流と定格電圧 1,75 A 1,75 A
許容電流の範囲 0,000 - 2,200 A 0,000 - 2,200 A
「0」信号での残留電流 0,02 mA 0,02 mA
最大過渡パルス電流 12 A 12 A
最大内部電圧降下 300 mV 300 mV
半導体出力のモニタリングしきい値 9 V 9 V
自己診断時の最大オン時間 400 µs 400 µs
自己診断時の最大オフ時間 400 µs 400 µs
信号が「1」から「0」に変わるときの半導
体出力の最大処理時間 0,25 ms 0,25 ms
信号が「0」から「1」に変わるときの半導
体出力の最大処理時間 0,45 ms 0,45 ms
システム電圧からの電位分離 有 有
短絡保護 有 有
許容負荷 誘導、容量、抵抗 誘導、容量、抵抗
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半導体出力、2極 312420 312421
双極半導体出力点数 2 2
許容電流の範囲 0,00 - 3,75 A 0,00 - 3,75 A
誘導負荷をオフに切り替える際の端子
電圧 -185 V -185 V
半導体出力の「1」信号での標準出力
電流と定格電圧 3 A 3 A
「0」信号での残留電流 0,02 mA 0,02 mA
最大パルス電流 (t < 100 ms) 12 A 12 A
開放回路検出オフ 0,17 kOhm 0,17 kOhm
電位分離 有 有
短絡保護 有 有
許容負荷 誘導、容量、抵抗 誘導、容量、抵抗
自己診断時の最大オン時間 4 ms 4 ms
自己診断時の最大オフ時間 400 µs 400 µs
信号が「0」から「1」に変わるときの半導
体出力の最大処理時間 9,3 ms 9,3 ms
信号が「1」から「0」に変わるときの半導
体出力の最大処理時間 0,25 ms 0,25 ms
テストパルス出力 312420 312421
テストパルス出力点数 2 2
電圧、テストパルス出力 24 V DC 24 V DC
短絡保護 有 有
テストパルスとして構成できる出力点数 2 2
「1」信号での最大出力電流 0,25 A 0,25 A
テストパルス入出力間の最大ケーブル長 200 m 200 m
電圧遮断の規格 EN61131-2, EN61496-1 EN61131-2, EN61496-1
時間 312420 312421
信号が「1」から「0」に変わるときの高速
シャットダウンの最大応答時間 (コンフィ
グレーションされた入力フィルタ時間に基
づく) 0,45 - 3,55 ms 0,45 - 3,55 ms
信号が「0」から「1」に変わるときの高速
シャットダウンの最大応答時間 (コンフィ
グレーションされた入力フィルタ時間に基
づく) 0,65 - 3,75 ms 0,65 - 3,75 ms
環境データ 312420 312421
周囲環境条件 EN 60068-2-1, EN

60068-2-14, EN 60068-2-2,
EN 60068-2-30, EN
60068-2-78

EN 60068-2-1, EN
60068-2-14, EN 60068-2-2,
EN 60068-2-30, EN
60068-2-78

周囲温度
規格適合 EN 60068-2-14 EN 60068-2-14
温度範囲 0 - 60 °C 0 - 60 °C
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環境データ 312420 312421
保管温度

規格適合 EN 60068-2-1/-2 EN 60068-2-1/-2
温度範囲 -40 - 70 °C -40 - 70 °C

周囲環境条件
規格適合 EN 60068-2-78 EN 60068-2-78
湿度 40℃での相対湿度93 % 40℃での相対湿度93 %

動作中の結露 未許可 未許可
最大動作高度 (海抜) 5000 m 5000 m
EMC EN 61000-4-2, EN

61000-4-3, EN 61000-4-4,
EN 61000-4-5, EN
61000-4-6, EN 61000-6-2,
EN 61000-6-4

EN 61000-4-2, EN
61000-4-3, EN 61000-4-4,
EN 61000-4-5, EN
61000-4-6, EN 61000-6-2,
EN 61000-6-4

振動
規格適合 EN 60068-2-6 EN 60068-2-6
周波数 10 - 150 Hz 10 - 150 Hz
加速度 1g 1g

耐衝撃性
規格適合 EN 60068-2-27 EN 60068-2-27
加速度 15g 15g
期間 11 ms 11 ms

沿面距離
規格適合 EN 60664-1 EN 60664-1
過電圧カテゴリ II II
汚染度 2 2

保護構造
規格適合 EN 60529 EN 60529
ハウジング IP20 IP20
端子 IP20 IP20
取り付け領域 (制御盤など) IP54 IP54

機械データ 312420 312421
取り付け位置 垂直 垂直
材質

底部 PC PC
正面 PC PC

接続タイプ コネクタストリップ コネクタストリップ
取り付けタイプ プラグイン プラグイン
ケージ式端子付き導体接続線径: (フ
レキシブル、圧着端子付き／なし) 0,2 - 1 mm², 22 - 18 AWG 0,2 - 1 mm², 22 - 18 AWG
ケージ式端子: 接続ごとの配線口 1 1
ケージ式端子のストリップ長 8 mm 8 mm
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機械データ 312420 312421
寸法

高さ 128,9 mm 128,9 mm
幅 56 mm 56 mm
奥行き 56 mm 56 mm
コネクタを含む奥行き (アクセサリ) 72 mm 72 mm

重量 200 g 200 g

規格の日付が記載されていない場合、2014-04の最新版を適用。

9.1 安全特性データ

重要

設備／機械で要求される安全性のレベルを達成するには、安全特性データに適合す
る必要があります。

ユニット オペレーティング
モード

EN ISO
13849-1:
2015

PL

EN ISO
13849-1:
2015

カテゴリ

EN 62061

SIL CL

EN 62061

PFHD [1/h]

EN ISO
13849-1:
2015

TM [年]

ロジック
ロジック – PL e Cat. 4 SIL CL 3 4,32E-10 20
入力
デジタル入力 1チャンネル PL d Cat. 2 SIL CL 2 1,59E-08 20
デジタル入力 2チャンネル PL e Cat. 4 SIL CL 3 3,61E-10 20
デジタル入力 1チャンネル、パ

ルスライトバリア PL e Cat. 4 SIL CL 3 1,59E-09 20
出力
SC出力 (1極) 1チャンネル PL d Cat. 2 SIL CL 2 1,14E-08 20
SC出力 (1極) 2チャンネル PL e Cat. 4 SIL CL 3 2,50E-10 20
SC出力 (2極) – PL e Cat. 4 SIL CL 3 2,39E-10 20
センサ
– – PL e Cat. 4 SIL CL 3 3,30E-09 20

安全特性データを計算する場合は、安全機能で使用されるすべてのユニットについて考慮する必要があり
ます。
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情報

安全機能のSIL/PL値は、使用されるユニットのSIL/PL値と同じではなく、異なる場合
があります。安全機能のSIL/PL値の計算には、PAScalソフトウェアツールを使用するこ
とをお勧めします。
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10 ご注文のための情報

10.1 製品
製品型式 製品詳細 注文番号

PSSu K F FAU B PSENvipの評価用コンパクトモジュール、ベースタイプ 312 420

PSSu K F FAU P PSENvipの評価用コンパクトモジュール (動的ミューティングを使用)、ベ
ースタイプ

312 421

10.2 アクセサリ

端子

製品型式 製品詳細 注文番号

PSSu A Con 4 C ケージ式端子付きコネクタ (4ピン)、供給範囲: 1セット 313 118

PSSu A Con 1/10 C ケージ式端子付きコネクタ (1列／10ピン)、供給範囲: 2枚 313 115
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